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連結損益計算書

※のれん償却前営業利益とは、企業買収によって生じるのれんの償却額を除外して算出される営業利益。

（単位：百万円）

2019/3期
3Q

2020/3期
3Q

対前期比
増減額

主要な変動要因

売上高 56,577 48,497 ▲8,080 エネルギー事業（石炭販売分野）におけ
る販売数量の減少及び石炭価格の下落

営業利益
（のれん償却前営業利益）※

3,602
（4,001）

1,675
（2,207）

▲1,927
（▲1,793）

エネルギー事業（石炭生産分野）におけ
る販売数量の減少

生活関連事業（衣料品・電子部品分野）
における販売・受注の減少

経常利益 4,215 1,923 ▲2,291 為替差益106百万円
（前年同期は為替差益215百万円）

親会社株主
四半期純利益

2,806 1,262 ▲1,544
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事業名

(単位：百万円)
2019/3期

3Q
2020/3期

3Q
対前期比較

増減額

エネルギー 42,126 29,685 ▲12,441

生活関連 13,422 17,809 +4,386

その他 984 959 ▲25

調整額 43 43 ▲0

合計 56,577 48,497 ▲8,080

事業名

(単位：百万円)
2019/3期

3Q
2020/3期

3Q
対前期比較

増減額

エネルギー

(のれん償却前)
3,555

（3,608）

2,171
（2,171）

▲1,384
（▲1,436）

生活関連

(のれん償却前)
1,027

（1,373）

472
（1,005）

▲554
(▲368)

その他 63 65 +2

調整額 ▲1,044 ▲1,034 +9

合計

(のれん償却前)
3,602

（4,001）

1,675
（2,207）

▲1,927
(▲1,793)

連結セグメント情報

【売上高】 【セグメント利益】

※「エネルギー」におけるセグメント利益には、持分法投資損益（2019/3期3Q 150百万円、2020/3期3Q 89百万円）が含まれております。

※「その他」は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び港湾事業等を含んでおります。

※「調整額」における売上高は、全社資産の賃貸収入が含まれており、セグメント利益には、上記持分法投資損益の控除、各報告セグメントに配分していない全社収益・全社

費用等が含まれております。

 エネルギー事業 石炭販売分野、石炭生産分野、再生可能エネルギー分野

 生活関連事業 事務機器分野、電子部品分野、飲食用資材分野、衣料品分野、施設運営受託分野、介護分野

※2020/3期1Qに㈱明光商会（事務機器分野）を子会社化したことにより増収

衣料品分野における販売減少及び電子部品分野における受注の減少などにより減益
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エネルギー事業の内訳

 石炭販売分野 売上高：石炭販売数量の減少及び石炭価格の下落により減収
利 益：石炭販売数量の減少により減益

 石炭生産分野 売上高、利益：石炭販売数量の減少などにより減収・減益

分野名

(単位：百万円)

2019/3期

3Q
2020/3期

3Q
対前期比較

増減額

石炭販売分野

販売数量

38,932
313万ﾄﾝ

25,347
259万ﾄﾝ

▲13,584
▲54万ﾄﾝ

石炭生産分野

販売数量

11,916
96万ﾄﾝ

9,635
84万ﾄﾝ

▲2,280
▲12万ﾄﾝ

再生可能

エネルギー分野
270 255 ▲14

調整額 ▲8,991 ▲5,552 +3,439

合計 42,126 29,685 ▲12,441

分野名

(単位：百万円)

2019/3期

3Q
2020/3期

3Q
対前期比較

増減額

石炭販売分野 156 87 ▲68

石炭生産分野
（内、持分法投資損益）

3,254
（150）

1,953
（89）

▲1,301
（▲61）

再生可能

エネルギー分野
144 130 ▲14

調整額 － － －

合計 3,555 2,171 ▲1,384

【売上高】 【利益】

主要指標 2019/3期 3Q実績 2020/3期 3Q実績 差額

石炭生産分野
(1～9月決算)

販売数量 一般炭 80万ﾄﾝ 69万ﾄﾝ ▲11万ﾄﾝ

販売数量 非微粘結炭 16万ﾄﾝ 15万ﾄﾝ ▲1万ﾄﾝ

石炭平均価格 一般炭 US$ 105.25 US$ 97.55 US$ ▲7.70

石炭平均価格 非微粘結炭 US$ 146.58 US$ 130.20 US$ ▲16.38 

為替 US$ / A$ （平均レート） US$ 0.75 US$ 0.70 豪ドル安 US$ ▲0.05

為替 円 / A$ （平均レート） 83.1円 76.3円 円髙 ▲6.8円

※調整額には、分野間での取引高等が含まれております。
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(単位：百万円)

2019/3月末 2019/12月末

金額
構成比

(％)
金額

構成比

(％)
増減額

主な増減要因

流動資産 29,480 51.3 32,150 50.8 +2,670 現金及び預金+716、棚卸資産+1,030

固定資産 27,984 48.7 31,164 49.2 +3,180 無形固定資産+5,024、長期預金▲1,182

資産合計 57,464 100.0 63,315 100.0 +5,851

流動負債 12,358 21.5 14,487 22.9 +2,129
短期借入金+4,023、未払法人税等▲919、

支払手形及び買掛金▲933

固定負債 12,143 21.1 16,596 26.2 +4,452 長期借入金+4,248、固定負債その他+251

負債合計 24,502 42.6 31,084 49.1 +6,581

純資産合計 32,961 57.4 32,230 50.9 ▲730
親会社株主四半期純利益+1,262、

支払配当金▲653、

為替換算調整勘定▲1,237

負債・純資産合計 57,464 100.0 63,315 100.0 +5,851

連結貸借対照表

(単位：百万円) 2019/3月末 2019/12月末 増減額

現金及び預金
（長期預金含む）

17,754 17,287 ▲466

借入金 (社債含む) ▲10,086 ▲18,358 ▲8,272

ネット現預金 7,668 ▲1,071 ▲8,739

《経営指標》

自己資本比率 （％） 57.4 50.9

Ｄ／Ｅレシオ （倍） 0.36 0.60
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流動資産 322億

固定資産 312億

流動負債 145億

固定負債 166億

純 資 産 322億

総 資 産 633億 負債・純資産 633億

・現預金 173億

・売上債権 86億

・棚卸資産 41億

・有形固定 161億

(建物・機械等) (71億)
(土地) (74億)
(リース) (13億)

・無形固定 111億

・有価証券 21億

（のれん） （101億）

・仕入債務 37億

・借入金 63億

・借入金 121億

・リース 13億

自己資本比率

50.9%

連結貸借対照表(2019/12月末）
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2020年3月期 連結業績予想
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2020年3月期 連結業績予想及び配当予想

 最近の業績動向等を踏まえ、2019年5月15日に公表しました2020年3月期通期の連結業績予想を下記の通り修正致します。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値とは異なる結果になる可能性があります。

今後、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示する予定でございます。

（単位：百万円）

2020/3期

主要な増減要因
①5/15開示

（予想）
②通期
（予想）

増減
（②-①）

売上高 75,000 66,600 ▲8,400 ・石炭販売事業における販売数量及び価格の下落
・衣料品分野や電子部品分野等における販売減少

営業利益
（のれん償却前営業利益）

3,000
（3,700）

2,700
（3,400）

▲300
（▲300） ・衣料品分野や電子部品分野等における販売減少

経常利益 3,500 2,900 ▲600 ・営業利益の減少
・シンジゲートローン手数料の発生

当期純利益 2,000 2,600 +600

・経常利益の減少
・Mimosa鉱区における無形固定資産の再評価
・関係会社株式売却益
・税金費用の減少

１株当たり配当（円） 50 50 -
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30

+2 ▲3
▲2

27

750

▲84

▲6 ▲3 +9

666

当初予想 見直し後

石炭販売事業
における減

衣料品分野
における減

電子部品分野

における減

その他

当初予想 見直し後

衣料品分野

における減

【売上高】

【営業利益】

石炭生産事業
における増

11

業績予想の修正の要因
（億円）

（億円）

電子部品分野

における減



20
▲6

▲3

+11

+4

26

35

▲3
▲1 ▲2

29

当初予想 見直し後

（億円）

当初予想 見直し後

営業利益の減

その他

【経常利益】

経常利益の減

Mimosa鉱区に関する
無形固定資産再評価

その他
（税金費用の減等）

【親会社株主当期純利益】 （億円）
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業績予想の修正の要因

シンジゲートローン

手数料

関係会社
株式売却益



参考資料
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 予防医療を掲げた高品質プレミアムペットフードの企画・販売。

ヒューマングレードの原材料を使用し、添加物・着色料・副産物不使用などペットの健康に配慮した
商品を展開。

 全国のペットブリーダーや動物病院からも高い支持を得ており、高品質な健康プレミアムペットフード
市場において強いブランド力と高いシェアを有している。

 今後ペットの“家族化”が一段と進展すると、同社製品に対する需要は増加することが期待される。

異動する子会社 株式会社ケイエムテイ（https://kmt-dogfood.com/）

取得株式割合（議決権取得割合） 93.075％

取締役会決議日・契約締結日 2020年2月7日

株式譲渡実行日 2020年4月1日（予定）

株式会社ケイエムテイ株式取得に関するお知らせ
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口腔内環境からの健康維持に着目。

原材料にもこだわり、新鮮素材を使用。

EF2001乳酸菌

アガリクス茸

ｸﾞﾙｺｻﾐﾝ・ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ

豊富な栄養成分と免疫力・自己治癒力の

向上をサポートする最高品質のフード。

事業紹介

製品紹介

ｸﾞﾙｺｻﾐﾝ・ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ

◆関節の健康維持に役立つ

アガリクス茸

◆豊富なβ-グルカン

EF2001乳酸菌

◆腸内環境の改善に役立つ

K12（口腔内善玉菌）

◆口内環境の改善に役立つ

＜ブリスミックス＞

～特徴的な原材料一例～

＜アガリクス IS＞

～特徴的な原材料一例～

https://kmt-dogfood.com/
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(US$/Mt)
※global COAL・・・石炭関連電子商品取引所

■ 「global COAL」 INDEX  オーストラリア ニューキャッスル港積 標準品位一般炭指標の推移

石炭マーケット状況
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1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

強粘結炭 285 193-194 170-171 191-192 237 197 188-189 212-213 210-211 207-208 177-178 141-142
非微粘結炭 171 126 120 126 150 132 129 135 132 129 115 107

4月契約 61.60
10月契約 72.75

US$/A$
円/A$

※　2017年4月から原料炭価格はスポット連動方式へ移行

76.3円

US$0.77
86.0円

為替
82.6円

(US$/Mt)

原料炭
※

一般炭
84.97

2018年

94.7594.75

2017年

94.75
109.77

2019年

110.00

US$0.74 US$0.70



本資料の将来の業績に関わる記述等については、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を内包す

るものです。将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、変化する可能性があることにご留意下さ

い。従いまして、本情報及び資料の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によっ

て行なってください。また本資料の利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切の責任を負いません。

＜IR問い合わせ先＞ 総務部・経営企画部 TEL 092-771-2171
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